
 

     

新卒採用でグループディスカッション選考を 

導入するメリット３選 

 

新卒採用の選考場面で、様々な選考方法がありま

す。個人面接、集団面接、グループディスカッショ

ン、集団面接などがありますが、今回はグループ

ディスカッション（グループワーク）の３つのメ

リットをまとめました。 

 

メリット１：仕事の仕方とコミュニケーション方

法が似ている 

仕事は一人では何もすることが出来ません。どん

な職種や状況であれ上司・同僚・部下がいて初め

て成り立ちます。その時に必要なのがスムーズな

コミュニケーションです。一つの方向性を話し合

いによって決めて、自分がどんな役割を果たすべ

きかを考え行動する。これが仕事で行われる作業

です。 

 

これをそのまま再現しているのがグループディス

カッションです。同じグループになった人たちと

は初見の関係。就活生たちは制限時間の中で、グ

ループ内で自分がどんな役割を果たせばクオリテ

ィの高い解答が出来るかを考えなければいけませ

ん。 

 

注意してほしいのが面接官側はリーダーばかりを

評価してはいけません。募集職種にもよりますが

議論の潤滑油になっている人材もしっかり評価し 
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巻末にアプリ体験方法記載しています。 

 

 

ましょう。その人材は折衝能力が高いので、様々

な世代がいる職場に溶け込みやすいと判断出来る

からです。 

 

メリット２：ロジカルシンキングが出来ているか

確認出来る 

グループディスカッションには必ずお題（テーマ）

があります。自由討論型・課題解決型・ディベート

型など様々な形式があり、答えのない「中小企業

と大企業はどちらが良いか」「無人島に持っていく

としたらどれか？」などのテーマも人気ですが、

職場で起こりうるトラブル事例もいいでしょう。 

 

そして制限時間内に各グループの発表を聞く。と

いうのが一般的な流れです。ここで差がはっきり

と出るのは答えのクオリティです。グループの中

にロジカルシンキングが出来る人材がいれば、答

えのクオリティもより具体性があります。 

 

しかも、発表方法までディレクション出来るので、

分かりやすい発表をします。そういった人材がい

るグループを次の面接へ進めればいいというシン

プルなシステムなのです。 

 

メリット３：時間効率がいい 

個人面接でしっかりと就活生について話を聞くの

が一番深く理解できますが，一次面接では対象人

数が多すぎて時間がかかりすぎてしまいます。会

議室予約や面接官準備、合否連絡や応募者管理な



ど膨大な時間がかかります。 

 

かといって集団面接では相対比較にしかならず、

絶対評価しづらいというデメリットがあります。

そんな中で選考の初期段階ではグループディスカ

ッションは時間効率がいいとされています。対象

人数も増やせますし、グループごとに評価してい

けばいいので、実に効率的です。 

 

グループディスカッションの注意点 

グループディスカッションを行う際に、グループ

の人数が多すぎず少なすぎるにしましょう。2017

年マイナビ学生就職モニター調査では学生が経験

したグループ人数４～５名が４９％、６～７名が

４２％となっています。 

 

まとめ 

大手ナビサイトの調査によるとグループディスカ

ッションを経験した就活生は約７０％います。選

考方法に取り入れている企業の割合は、中小企業

１０％に対して、大手企業では４０％前後と言わ

れています。 

 

このデータからも、やはり時間効率が最大のメリ

ットだと言えるでしょう。本当は個人面接してい

くのが、一番精度が高く優秀な人材発掘につなが

りますが、就職活動が短期化しているのでスケジ

ュール的にも就活生一人にかけられる時間が限ら

れています。 

 

グループディスカッションなら短期間で多くの人

材を相対的に、絶対的に評価出来るのでとてもメ

リットが大きいです。これを参考にグループディ

スカッションを選考に取り入れてみてはいかがで

しょうか。 

 

 

 

スマホアプリ「Chaku2NEXT」のデモをいますぐ体験

できます。◇◆◇◇◆◇◇◇◇◇◆ 

１） お使いのスマホに「ちゃくちゃくネクスト」 

アプリ無料ダウンロード 

・Google Playまたは App Storeで 

「chaku2-next」と検索 

 

２）ダウンロードが完了したら、 

・企業ＩＤに「jinji」と入力 

 

３）ユーザーログイン画面でメアドとパスワードを入力 

デモアカウント：member@chaku2.jp 

パスワード：1111 

を入力します。 
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